平成26年度　第3回理事会議事録
開催日時：平成26年8月1日（金）　　　　13:00～14:20　
開催場所：山口県総合保健会館 1階 第2研修室
出席者　：山内秀一　伊藤弘　三輪光良　大平知之　河村祐介　堀健司　
小田真一郎　齋藤康博　上田亜希子　山野井健　渡邊征二　茨久典　新町浩太郎　齋藤茂治　松永千晶　池田隆志　平嶋修　内山茂信　
丹羽英彰　齋藤右司(監事)
大田則彦（委員・オブザーバーとして）
欠席者：　高山裕健（監事）
　以上、定款第33条により構成員の過半数の出席で理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第34条に基づき出席者の中より、議事録作成人として上田亜希子、議事録署名人として山野井健、渡邊征二を選出した後、次の議案を付議した。
議題１　マンモグラフィ講習会について
県内で講習会を開催するにあたり、受講希望者の調査を行ったが受講を希望する者は定員50名に対し、半数以下であった。希望調査の結果を踏まえると、このまま開催しても赤字になることは容易に推測される。　
しかし、 県内の受講希望者数の現状を県に報告し、開催の有無を打診したが、国にすでに予算要求を実施しているため、何とか実施して欲しいとの強い要請があった。従って今回は、大きな赤字を出すことになるだろうが開催し、これをもって「NPO法人日本乳がん検診精度管理中央機構と共催したマンモグラフィ講習会」の定期的開催を最後としたいと考えている。
賛成17名　反対1名
議題2 　今年度事業の予算割について
 今年度事業の予算は、
学術大会　　　　　　　　　　　　　　　150,000円
夏季講習会・秋季講習会・春季講習会　　590,000円
地域講習会　　　　　　　　　　　　　　240,000円
常任理事派遣　　　　　　　　　　　　　100,000円
胃がん従事者講習会　　　　　　　　　　70,000円
マンモグラフィ講習会　　　　　　　　　1,500,000円
フレッシャーセミナー　　　　　　　　　100,000円
健康フェスタ　　　　　　　　　　　　　80,000円
女性サミット　　　　　　　　　　　　　50,000円
医療情報システムを考える会設立　　　　50,000円
印刷製本費　　　　　　　　　　　　　　1,200,000円
となっている。また、山口マンモグラフィ講習会の受講料を山口県診療放射線技師会会員は22,000円、非会員は27,000円とした。
賛成20名　反対0名
議題3　平成27年度山口県診療放射線技師会総会・学術大会日程について
当会の総会は、毎年5月の第3日曜日に開催してきたため、平成27年度も第3日曜日にあたる5月17日（日）に開催することとした。
賛成20名　反対0名
議題4 　常任理事会・理事会の開催日程（予定）について
理事会は3カ月に一度の開催が義務付けられており、日程表を作成した。常任理事会・理事会の場所はその都度、連絡する。
賛成20名　反対0名
議題5　　山口県診療放射線技師会諸規定変更について
 理事の選出が実施されたときには総会終了後2週間以内に、(1)総会議事録、(2)理事会議事録、(3)就任承諾書、(4)印鑑登録証明書、（5）定款、（6）役員規程を法務局に届け出る必要がある。今年、法務局の担当官より役員規程が定款と矛盾するとの指摘があったので、今年度中を目処に役員規程の改定を実施する（選挙に関するところのみ）。役員規程改定のたたき台作成を堀常任理事にお願いすることとする。
賛成20名　反対0名
議題6　お父さんお母さんの健康講座」担当者について
10月13日(月)開催の　「お父さんお母さんの健康講座」の手伝いが出来る人を選出する必要があったが、本理事会では決定できず、本件は保留とする。
議題7　来年度の女性サミットの山口県代表者について
女性サミットの活動内容は女性が直面する産休問題から始まり、現在は人材育成に重点を置いている。また年2回程度、休日に(土曜日を含む)会議への出席が必要である。山口県代表者選出について話し合ったが、本理事会では決定できず、本件は保留とする。
議題8　日本診療放射線技師会学術大会の山口県での開催について
以前から全国学術大会を山口県で開催して欲しいと要請がある。また中国地方で開催していないのは山口県だけとなっているので、近いうちに必ず開催しなければならない。現在、来年は京都での開催、3年後は北海道での開催が決定しているが、2年後の開催地が未定である。本理事会賛同が得られれば2年後に山口で開催してはどうかという意見があった。しかし、会場予定の海峡メッセは容易に予約が取れないため、予約がとれたら開催を検討することとなった
本件は会場予約確定後、再検討とした
議題9　ソフトバレーボール大会の会計報告と反省点について
経費の合計は112,480円であった。反省点は試合の結果報告が本部に届くのが遅れたこと、空調費に多く費やした為、開催時期の見直しや遠方から参加者を考慮して開始時間を1時間程度遅らす必要性を感じた。
議題10　やまぐち元気フェアについて
やまぐち元気フェアが平成26年11月16日 の10時から15時まで、アクティブやない バタフライアリーナで開催される。今回のテーマは糖尿病予防である。活動内容はパネルの展示、自然放射線の体験、放射線相談コーナー、胃がん検診コーナー、乳がん検診コーナー、肺がん検診コーナーと骨密度体験コーナーを予定している。円滑に活動を行うためには最低でも15名の人員を確保したいと思っている。
その他
1 技師会事務所の冷蔵庫が故障したため、予算5万円以内で購入したい。
賛成20名　反対0名
2 協賛・共催講演について
山口MRIミーティングから講演の依頼があった。
賛成20名　反対0名
3 活動内容の幅を広げるため、表彰委員会を組織委員会へと名称変更。
4 伊藤副会長を中心とした医療監視委員の人材育成の促進。
報告事項
1 CSFRT奨励賞について
「山口県放射線治療研究会」代表：西岡邦夫に奨励賞が受賞される事が決定した。
2 緊急被ばく医療マニュアル（案）について
理事の意見を集約したものを基に連絡協議会で話を進めることとなった。
その他
・委員や代表者の報告
医療監視委員：伊藤弘理事、吉永憲正前理事、川村慎二会員
JART学術委員：渡辺征二理事
JART放射線管理士山口県代表者：丹羽英彰理事
　 JART放射線機器管理連絡委員：西本司会員
JART女性サッミット山口代表：兼廣敦子前理事（来年度から変更）
JART放射線被ばく相談委員：吉永憲正前理事
　　・JARTの基礎講習「一般撮影」の受講の参加呼びかけ
　　・抜針の講習会開催決定
 日時・場所：2015年2月8日 山口県総合保健会館第１研修室
・医療・介護の一括法案が6月18日に成立し、25日に公布された。「核医学装置」は、25日付けで技師法第24条2項の(1）の装置に含まれた。造影剤の血管内投与に関する業務、下部消化管検査に関する業務、画像誘導、放射線治療に関する業務に関しては、10月ごろに医政局長通知が公布され、来年の4月1日から実施される予定。
・第30回日本診療放射線技師学術大会（大分）の一般演題座長として山口県から山口県立総合医療センター「沖本義則氏」、周東総合病院「河村裕介氏」、済生会山口総合病院「齋藤右司氏」の3名の方が担当する
　　・環境省委託業務(3億7千8百万円)で日本診療放射線技師会が落札し、汚染状況重点調査地域での住民個人被ばく線量把握調査が始まる。
　
以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、会長及び議事録署名人及び監事がこれに記名押印する。
平成26年8月1日
　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成２６年度　第3回理事会
　　山口県診療放射線技師会　会長　山内　秀一
代表議事録署名人　理事　渡邊　征二
理事　山野井　健
監事　齊藤　右司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
